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『
箕
面
市
史
　
史
料
四
丁
二
』

勝
羅
寺
文
書

　
現
在
、
大
阪
府
下
に
の
こ
さ
れ
た
最
大
の
中
世

文
書
で
あ
る
勝
尾
寺
文
書
が
『
箕
面
市
史
、
史
料

三
一
・
二
』
と
し
て
公
刊
さ
れ
た
。
こ
の
勝
尾
寺

文
霧
は
か
つ
て
、
昭
和
六
年
に
大
阪
府
史
蹟
名
勝

天
然
記
念
物
保
存
調
査
会
か
ら
そ
の
一
部
が
公
刊

さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
収
戴
文
書
は
ほ
ぼ
全
体
の

半
分
で
あ
っ
て
、
勝
尾
寿
文
書
の
す
べ
て
を
お
お

っ
て
お
ら
ず
全
文
書
の
公
刊
が
久
し
く
待
望
さ
れ

て
い
た
。

　
応
頂
山
勝
尾
寺
（
箕
面
市
大
字
粟
生
）
は
平
安

時
代
に
「
聖
の
住
所
」
と
し
て
『
梁
塵
秘
抄
』
に

も
う
た
わ
れ
た
北
摂
の
代
表
的
な
中
世
山
間
寺
院

で
あ
る
。
こ
こ
に
所
蔵
さ
れ
る
勝
尾
寺
文
書
は
一

一
九
三
点
で
あ
っ
て
、
こ
の
寺
院
の
中
世
の
発
展

の
種
々
相
を
伝
え
て
い
る
。
と
く
に
山
林
修
行
の

行
者
の
山
と
し
て
出
発
し
た
勝
尾
寺
が
、
や
が
て

比
叡
山
の
白
川
浄
土
寺
門
跡
に
属
し
て
、
摂
津
国

総
持
寺
の
別
院
と
し
て
あ
ら
わ
れ
、
寛
喜
年
間
に

山
堺
相
論
を
通
じ
て
、
寺
領
四
至
の
領
有
を
確
実

に
し
て
い
っ
た
平
安
・
鎌
倉
蒋
代
の
事
情
、
あ
る

い
は
ま
た
、
上
の
四
二
を
こ
え
て
、
周
辺
の
外
山
・

高
山
・
真
河
原
の
三
江
荘
に
対
す
る
支
配
権
を
の

ば
し
、
瀞
土
寺
門
跡
雑
煮
と
の
争
い
を
つ
づ
け
、

さ
ら
に
北
条
氏
滅
亡
の
混
乱
に
乗
じ
て
大
塔
宮
令

旨
を
え
、
こ
の
三
懸
垂
を
奪
取
、
さ
ら
に
ま
た
足

利
尊
氏
か
ら
高
山
庄
地
檀
那
の
寄
進
を
う
け
、
漸

次
寺
領
支
配
を
拡
大
し
て
い
く
鎌
倉
宋
、
南
北
朝

期
の
歴
史
、
あ
る
い
は
ま
た
、
こ
の
高
山
荘
に
拠

点
を
お
い
て
成
長
を
と
げ
て
い
っ
た
戦
国
大
名
高

山
氏
と
の
所
領
支
配
を
め
ぐ
る
興
味
あ
る
事
情
の

展
開
と
い
う
よ
う
に
、
本
文
書
は
勝
尾
寺
を
め
ぐ

る
北
摂
地
方
の
多
彩
な
歴
史
を
生
き
生
き
と
伝
え

て
い
る
。

　
今
回
の
『
箕
面
市
史
』
へ
の
収
載
に
さ
い
し
、

勝
尾
寺
文
書
は
二
つ
に
分
け
ら
れ
、
平
安
塾
代
か

ら
鎌
倉
時
代
末
の
元
弘
年
闘
に
い
た
る
部
分
が

『
史
料
編
一
』
に
、
同
じ
く
南
北
朝
・
窒
町
・
戦

国
時
代
に
関
す
る
部
分
が
『
史
料
編
二
』
に
お
さ

め
ら
れ
た
。
後
者
に
は
勝
尾
寺
と
な
ら
ん
で
「
聖

の
住
所
」
と
し
て
知
ら
れ
た
滝
安
寺
（
箕
菰
寺
）
の

文
書
が
あ
わ
せ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
余
談
に
な

る
が
近
年
、
毎
年
夏
に
な
る
と
、
恒
例
の
よ
う
に

中
世
史
サ
マ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
が
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
。
勝
尾
寺
は
十
年
ば
か
り
以
前
に
そ
の
第
一
回

の
会
報
と
な
っ
た
。
そ
の
第
一
回
サ
マ
ー
・
セ
ミ

ナ
ー
の
際
、
全
…
国
の
数
多
く
の
中
世
史
研
究
者
が
、

今
回
の
市
史
の
校
訂
者
で
あ
る
戸
田
芳
実
氏
の
解

説
で
現
地
で
し
た
し
く
文
書
の
現
物
に
接
し
て
い

る
。　

そ
れ
に
参
潴
し
て
お
ら
れ
た
方
は
よ
く
御
存
知

で
あ
る
が
、
現
在
の
勝
尾
寺
文
書
は
江
戸
蒔
代
に

内
容
別
に
整
理
分
類
さ
れ
、
六
十
七
巻
の
巻
子
に

仕
立
て
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
分
類
は

（
子
）
隅
棟
紀
～
巻
六
巻

（
丑
）
寺
領
山
林
巻
二
〇
巻

（
寅
）
寄
進
状
巻
一
七
巻

（
卯
）
田
畠
売
券
巻
三
巻

（
辰
）
離
書
巻
九
巻

（
巳
）
寺
法
書
巻
三
巻

（
午
）
公
家
武
家
丼
所
々
当
寺
記
之
状
類
巻
一
巻

（
未
）
東
畑
宮
符
令
旨
井
棟
別
銭
書
状
巻
一
巻

（
申
）
異
国
降
伏
之
御
教
書
施
行
遵
下
巻
一
巻

（
酉
）
如
法
経
奉
加
帳
巻
二
巻
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（
成
）
勝
尾
寺
常
行
三
昧
堂
過
去
帳
巻
二
巻

（
亥
）
請
雨
作
法
書
巻
一
巻

（
甲
）
要
脚
銭
請
取
状
巻
一
巻

（
乙
）
御
壁
書
留
触
書
状
巻
一
巻

で
あ
る
。
こ
の
分
類
を
み
て
い
た
だ
け
ば
わ
か
る

よ
う
に
文
書
の
内
容
は
、
政
治
史
社
会
経
済
史
、

文
化
史
、
宗
教
史
等
々
、
ま
こ
と
に
多
方
面
に
わ

た
っ
て
い
る
。
中
世
文
書
の
あ
ら
ゆ
る
領
域
を
お

お
う
豊
富
さ
が
た
だ
ち
に
納
得
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
内
容
別
分
類
に
よ
る
巻
子
仕
立
て

は
す
で
に
延
宝
九
年
の
勝
尾
寺
文
書
の
「
類
聚
目

録
」
に
み
え
て
い
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
の
と
き
に

巻
子
に
仕
立
て
ら
れ
、
同
蒔
に
検
索
の
便
の
た
め

に
「
類
聚
目
録
」
が
作
成
さ
れ
、
以
後
、
大
切
に

保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
回
の
史
料
編
へ
の
収
載
に
さ
い

し
て
は
、
巻
子
仕
立
て
の
現
状
に
よ
ら
ず
、
文
書

は
す
べ
て
編
年
順
に
整
理
し
な
お
さ
れ
て
い
る
。

時
代
順
に
歴
史
を
過
観
す
る
に
は
ど
う
し
て
も
こ

の
編
年
順
に
た
よ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
が
一
番

便
利
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
編
年
順
は
内
容
的
に

連
関
す
る
文
書
群
が
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
か
え
っ

て
み
に
く
い
と
い
う
欠
陥
も
あ
る
。
そ
の
欠
陥
を

お
ぎ
な
う
た
め
に
今
回
の
『
史
料
編
』
に
は
文
書

一
点
ご
と
に
巻
子
の
分
類
番
号
を
付
し
た
上
、
巻

頭
に
延
宝
の
『
類
聚
目
録
』
を
付
萌
し
て
、
関
連

文
書
の
検
索
に
便
を
は
か
っ
て
い
る
。
利
用
者
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
配
慮
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら

巻
宋
に
は
、
　
『
史
料
編
』
の
地
名
索
引
が
付
せ
ら

れ
て
い
る
。
こ
れ
も
読
者
に
は
便
利
で
あ
る
。

　
（
A
5
判
　
四
五
一
頁
一
九
七
三
年
三
月
箕
濯
市

　
役
所
）

　
　
　
　
　
　
　
（
大
山
喬
平
・
京
都
大
学
助
教
授
）

稲
垣
泰
彦
編

『
荘
園
の
世
界
』

　
戦
前
・
戦
後
を
通
じ
て
豊
富
な
研
究
史
を
持
つ

荘
園
研
究
が
、
実
証
的
に
も
理
論
的
に
も
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
来
た
こ
と
は
、
誰
し
も
認
め
る
所

で
あ
る
。
一
方
、
歴
史
教
育
に
携
わ
る
人
々
を
は

じ
め
と
し
て
、
荘
園
を
専
門
と
し
な
い
研
究
者
か

ら
も
、
荘
園
を
教
え
る
こ
と
の
む
つ
か
し
さ
、
そ

の
と
ら
え
所
の
な
さ
を
指
摘
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。

従
来
の
荘
園
研
究
を
支
え
て
来
た
思
想
と
方
法
が

聞
わ
れ
る
段
階
に
来
て
い
る
よ
ヶ
で
あ
る
。

　
か
か
る
現
状
を
打
破
す
る
た
め
に
、
荘
園
研
究

者
が
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
成
果
が
、
本
書
で
あ

る
と
い
え
よ
う
。
編
者
の
稲
垣
氏
は
、
　
「
一
定
の

事
件
や
事
象
に
焦
点
を
合
せ
、
…
…
そ
の
舞
台
と

な
っ
た
荘
園
の
立
地
条
件
や
景
観
と
、
そ
こ
に
営

な
ま
れ
た
人
々
の
生
活
の
姿
を
、
具
体
的
に
生
き

生
き
と
え
が
き
だ
」
す
こ
と
が
、
著
者
の
共
通
の

目
標
で
あ
る
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

　
池
田
荘
遺
跡
を
は
じ
め
と
す
る
中
世
遺
跡
保
存

問
題
が
緊
急
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
現
在
、
か
か

る
方
法
を
と
る
本
書
の
企
画
は
、
時
宜
に
か
な
う

も
の
と
い
え
よ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
一
連
の
保
存
運

動
を
経
て
、
遺
跡
保
存
の
決
定
権
は
、
地
域
住
民

に
あ
る
と
い
う
原
則
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　
前
書
は
こ
の
位
に
し
て
、
内
容
の
紹
介
に
移
る
。

　
稲
垣
泰
彦
「
荘
園
開
発
の
あ
と
を
さ
ぐ
る
－
大

和
国
池
田
荘
－
」
綿
密
な
現
地
調
査
に
も
と
づ
き

開
発
に
利
用
さ
れ
た
用
水
の
確
定
、
豪
族
屋
敷
を

有
す
る
池
田
郷
の
復
原
が
な
さ
れ
、
延
久
か
ら
文

治
の
問
に
行
わ
れ
た
均
等
名
編
成
の
問
題
に
も
触

れ
る
。
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